
交通計画作成上の留意点

※本資料は、本事業エリアへの交通アクセスを検討するうえでの、周辺道路等の留意事項を示したものです。
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●南側進入路（西側エリア）
【規制・利用制限等】
・既設の進入路があるが、大型車両の侵入可能な間口寸法

14m程度の改修・改築が必要
・主たる出入り口として想定している
【協議】
・するなどの対策により右折可となイベント開催時、関係者
車両はガードマンを配置る可能性があるため、必要に応じ
警察協議が必要

●高架下道路（東側エリア）
【規制・利用制限等】
・計画地を退出した後に高架下を通過する必要があり、車両高さや幅が限定される
・一般車両は通行可能だが大型車両は通行不可

●北側進入路（東側エリア）
【規制・利用制限等】
・既設の市道（四条町19号線）を活
用する場合、拡幅が必要。拡幅後
の大型車両の進入は可能

●南側進入路①（東側エリア）
【規制・利用制限等】
・現状の側道幅で一般車両は通行可能だが大型
車は通行不可。側道幅を拡幅することは可能
（本線拡幅は不可能）

●エリア全体の交通計画の考え方
・物理的制約、交通安全上の観点から、車両出入口における周辺道路等の留意事項を示している。
・図に示した出入口以外の車両出入口を含めて、事前に警察協議を行ったうえで、周辺道路状況、
交通安全性、施設配置及び運営計画との整合等を踏まえ、事業者の提案により計画すること。

・図に示した進入位置・交差点に新たな信号機の設置は不可。
・交差点容量計算や滞留長検討を行ったうえで計画を作成すること。
※既設道路の改修・改築に関しては、道路管理者との協議・手続きが必要。

●南側進入路②（東側エリア）
【協議】
・アンダーパスから上がってくるところであ
り、危険性が高いため、別途安全対策につ
いて警察協議が必要
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●交通計画に求めること（要求水準）
・【東側エリア】メインロータリーを整備するとともに、将来的に路線バス流入を見込んだ計画とする
こと。少なくとも2か所の出入口を整備し、1か所は前述の路線バスに対応できる形状とすること。北
側からの進入路には車道と自歩道、南側からの進入路には車道と歩道を整備すること。駅から北側に
向けて幅員４ｍ以上の自転車歩行者用道路を整備すること。

・【西側エリア】サブロータリーを整備すること。北側からの進入路には車道と自歩道を整備すること。
南側及び西側から歩行者・自転車が入れるよう幅員４ｍ以上の自転車歩行者用道路を整備すること。

四条町20号線

●北側進入路（西側エリア）
【規制・利用制限等】
・計画地に進入する前に高架下
を通過する必要があり、車両
高さや幅が限定される

・一般車両は通行可能だが大型
車は通行不可

図に示したルートに
計画すること

施設配置などに合わせ
自由にルートを計画
すること
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市道整備
（自転車歩行者道路）
［幅員４ｍ以上］

市道整備
（自転車歩行者道路）
［幅員４ｍ以上］

〈 道路断面イメージ 〉

地図出典：基盤地図情報（国土地理院）をもとに作成
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道路
公共の用に供
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●西側進入路（西側エリア）
【規制・利用制限等】
・信号機の無い進入路であるため、
サブロータリーの進入路として
は使用不可。アリーナ敷地への
進入路としては使用可能。ただ
し、主たる出入り口を別に設け
ること
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